
産
業
の
活
力
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

食の安全性の確保と自給率の向上等をめざした農林水産業の振興
に取り組みます。（写真：県水産試験場東予分場跡）

▲水素いちごプラントの視察。大学・地元企業等と連携し水素エネル
　ギーを活用した食料生産技術システムの構築をめざしています。

▲「暮らしと安全の向上」をテーマに加茂地区千町で調査活動を行う
　京都大学大学院地球環境学舎の大学院生と地元の皆さん。

フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
構
想
の
展
開
と

新
し
い
行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立

◆
農
林
水
産
業
の
振
興

　

農
家
経
営
の
安
定
化
、
耕
作
放
棄
地
の

解
消
等
を
図
る
べ
く
、
基
盤
整
備
を
積
極

的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
米
政

策
や
農
村
環
境
保
全
向
上
対
策
を
着
実
に

促
進
し
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
、
高

い
生
産
性
と
収
益
性
を
有
す
る
農
業
の
確

立
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
内
海
沿
岸
漁
業
の
特
性
を
活
か

し
た
水
産
振
興
を
図
る
た
め
、
無
償
貸
付

を
受
け
て
い
る
県
水
産
試
験
場
東
予
分
場

跡
を
活
用
す
る
ほ
か
、
漁
港
の
整
備
、
稚

魚
の
放
流
や
藻
場
づ
く
り
活
動
な
ど
に
も

取
り
組
み
、
水
産
資
源
の
維
持
・
回
復
に

努
め
ま
す
。

　

林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
「
木
製
都
市
構

想
」
の
一
環
と
し
て
、
木
材
の
地
産
地
消

を
進
め
る
と
と
も
に
、
水
資
源
と
併
せ
て

本
市
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
森
林
資
源
を

将
来
に
わ
た
り
確
保
す
る
た
め
、
山
か
ら

海
ま
で
を
一
体
的
に
捉
え
、
命
の
源
と
も

言
え
る
「
森
林
」
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

◆
商
工
業
の
振
興

　

引
き
続
き
地
域
産
業
の
振
興
に
意
を
用

い
つ
つ
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
型
冷
水

・
温
水
大
量
製
造
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
お

よ
び
食
糧
生
産
へ
の
適
用
実
証
に
取
り
組

む
ほ
か
、
食
の
創
造
館
を
拠
点
と
し
て
、

「
水
と
食
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
新
た
な
産

品
の
開
発
研
究
や
ブ
ラ
ン
ド
化
、
販
路
開

拓
事
業
等
、
農
商
工
が
連
携
し
た
地
域
産

業
活
性
化
事
業
の
推
進
、
さ
ら
に
は
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
空

き
店
舗
の
有
効
活
用
を
図
る
な
ど
、
商
業

活
性
化
や
賑
わ
い
の
創
出
に
向
け
、
精
力

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
雇
用
対
策

　

市
内
に
お
け
る
雇
用
・
失
業
情
勢
を
注

視
し
つ
つ
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
下
、

雇
用
の
安
定
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
「
Ｏオ

ー

タ
ー
ン
推
進
事
業
」
や
「
人
材

マ
ッ
チ
ン
グ
・
合
同
就
職
面
接
会
開
催
事

業
」
等
に
取
り
組
み
、
地
元
企
業
の
人
材

確
保
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

◆
観
光
の
振
興

　

昨
年
10
月
、
観
光
庁
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
観
光
の
国
際
化
な
ど
に
も
目

線
を
当
て
つ
つ
、
本
市
が
有
す
る
豊
か
な

自
然
、
固
有
の
歴
史
文
化
、
魅
力
的
な

「
食
」
や
観
光
資
源
な
ど
を
素
材
と
す
る

観
光
情
報
の
発
信
に
精
力
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、「
合
宿
都
市
構
想
」
と
の
連

携
に
よ
る
交
流
人
口
の
一
層
の
拡
大
を
め

ざ
し
ま
す
。

　

本
市
は
東
海
大
学
、
京
都
大
学
大
学
院

地
球
環
境
学
堂
、
東
京
農
業
大
学
と
協
定

を
結
び
、
学
・
官
の
連
携
の
も
と
諸
施
策

を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
新
年
度
に
お
き

ま
し
て
は
「
フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
構
想
」
を

精
力
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
諸
施

策
を
具
現
化
す
る
た
め
、
新
年
度
を
変
革

元
年
と
位
置
付
け
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の

負
託
に
応
え
ら
れ
る
新
し
い
行
政
シ
ス
テ

ム
を
確
立
す
る
た
め
、
よ
り
効
率
的
で
ス

リ
ム
な
組
織
機
構
を
構
築
し
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
21
年
度
の
市
政
運
営
に
つ

き
ま
し
て
、
私
の
所
信
の
一
端
を
申
し
述

べ
ま
し
た
が
、
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、

西
条
全
市
民
の
融
和
に
よ
る
「
市
民
力
」

と
、
本
市
の
「
総
合
力
」
が
融
合
し
た

「
西
条
パ
ワ
ー
」
を
最
大
限
に
発
揮
し
、

「
西
条
の
元
気
ア
ッ
プ
」
に
誠
心
誠
意
取

り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
議
会
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
市
民
の

皆
様
方
の
温
か
い
ご
理
解
と
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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